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実験2

点滅8Hz

身体運動の制御感を推定する戦略と
脳卒中後運動障害によるその変容実態の解明

“Sense of Agency”
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健常者の推定戦略

運動主体感を任意に操作できれば、行動変容を実現できるのではないか？

運動主体感：身体運動の制御感

■運動主体感のメカニズム ➔ 手がかり統合理論

感覚結果
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運動制御時の手がかり統合戦略
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知覚的手がかり
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用いた自他帰属

++

+

手
が
か
り
の
利
用
度

共同研究機関より提供

1

2

3

4

運動主体感を抽出

弁別的妥当性の検証

質問紙作成

“訴え”から運動主体感を抽出

主成分分析にて項目選定

因子分析による
モデル精査

運動不快感

運動主体感
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麻痺肢の使用頻度
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Structural Equation Modeling

（SEM with latent variables）

.58

RMSEA = 0.083

CFI        = 0.966

運動障害による
運動主体感の低下

原
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麻痺肢の不使用に
対する媒介効果
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運動駆動のMediator

行動変容モデル
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➔知覚的手がかりに基づき運動主体感を推定 ➔認知的手がかりに基づき運動主体感を推定 ➔運動主体感が患者の運動を変容させる可能性

推定戦略の“個人差”を考慮することで、運動主体感を操作し行動変容を実現できる可能性

運動障害と運動補助

予測誤差が
大きいほど
他者帰属

予測誤差との
相関関係が破綻

患者の推定戦略
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運動障害が強い患者では

他者運動を自分に誤帰属

患者の誤帰属
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脳卒中患者 健常高齢者

推定戦略が変容知覚的手がかりの
情報量減の状況

知覚的手がかりを
利用できない状況

出典: https://kyu-reha.jp/

軽度

重度

・知覚的・認知的手がかりに基づき運動主体感が誘起
・状況に応じた各手がかりの信頼性に基づきその重み付けが決定

■脳卒中後運動障害の影響 ➔ 手がかり統合戦略の変容

・運動主体感の推定戦略には個人差がある？
・運動補助時に運動主体感を与えるには？

感覚入力と運動出力のMediator

内的予測 感覚結果

重み付け

感覚結果 知識.認識

運動主体感
一致 一致

: 照合

認知的手がかり

手がかり統合戦略

知覚的手がかり私が運動を
制御している
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